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2026年４月 10日 第６版 

 

 

外国人のフォローにピッタリ！  

日本語教室の開き方 
 

・外国人を支援フォローする際、繰り返し縁を深める受け皿行事になります。 

・１.教科書を用意→２.ＤＶＤを用意→３.再生して一緒に声を出すだけです。 
 

ステップ 1．まず教科書を印刷します(下記  つ) 

・『ひらがな・カタカナ練習帳』と教科書『いろどり 入門編』を用意します。 

 

・『ひらがな・カタカナ練習帳』は支部で発注できます。 

 支部のパソコンの「支部ＷＥＢ」→「発注・報告 登録」→ 

「発注」「経典発注」→「通常注文」→検索窓に「ひらがな」と 

入れると、一番上に出てきます。 

・すでに、ひらがな・カタカナを読めたり書けたりする人が対象

の場合は、これは不要で、下記の教科書『いろどり』から始めてください。 

 

・教科書『いろどり』は政府関連機関の教科書で、無料ダウンロードできます。 

  ・インターネット 

→「いろどり 日本語」等で検索。 

・ここを押す。 

 

・英語が通じる方の場合はここを押す 

      （ピンクの「入門」を選ぶ）。 

・英語以外なら、こちらから選択。 
 

 

 

 

 

 

５ 
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？ご不明点のお問合せ？ 
国際本部 日本語教育ライン 

TEL:03-6384-5770 
FAX:03-6384-5776 
Email: hsnihongodojo@happy-
science.org 

 

超カンタン!! 

ポチ 
っと 

tel:03-6384-5770
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・次に｢付属教材･資料｣を押し 
 「ことばリスト」と 
 「文法ワークシート」 
 をダウンロードし、 

A4両面長編綴で印刷。 
 （これらは宿題で使用） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初の画面に戻って、 
「教室の日本語」と「第１課」をダウンロードし、A4両面長編綴で印刷 
（課ごとの PDFを印刷）。 

 
・初心者の方は最初から順番にやったほうがいいです。 
・第１課は簡単すぎると言う方でも、語彙や文法等は順番に学ぶほうが 
分かりやすいため、順番にやることをお勧めします。 

 
・日本語でやり取りできるレベルの中上級の方の場合は、 
国際本部 日本語教育ラインまでご連絡ください。 
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ステップ２．次に教科書を教える DVD を用意します。 

 

・支部で、必要な動画データをダウンロードして、 

DVD化します。（DVD化が難しい場合はお送りします） 

・この DVD は､原則､支部･拠点･布教所でお使いください。 

・DVDの内容は、コピー･転送･WEBアップ等は禁止です。 

 

・動画データに付属する表を見ます。 

・最初のガイダンス・ひらがな・カタカナは全７回です。 

・「いろどり」は１つの課を２～３回に分けて学びます。 

 

・「観た日付」等を記録しておきましょう。 
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ステップ３．DVD に合わせて大きな声で発音します。 

 

・順番に、学習者と一緒に観ます。 

・ＤＶＤが、｢○ページを開いて下さい｣と指示します 

ので、そこを開きます。 

・とても大切なポイントは、ＤＶＤの指示に従って、 

学習者が、「周囲に響く位の大きな声」で発声して 

繰り返し練習することです。 

・そのために、担当の方も、一緒に大きく声を出して、  

促して差し上げます。一緒に、楽しく声を出して、 

あげることが大切です。 

（「ＤＶＤをかけるだけ」では、飽きて、 

なかなか定着せず、リピーター化しません） 

・映像の講義は、日本人ネイティブには｢ゆっくり｣と 

感じられても、外国人にとっては｢とても速い｣です。 

 相手をよく見ながら、時々一時停止等､支援します。 
 

 

・『いろどり』には、スマホでやれる無料のアプリケーションもあります。 

一緒にダウンロードして差し上げましょう。 

（アプリの使い方は、ＤＶＤの「001」番 

ほかで、たびたび説明しています）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部で開催をご希望の方には 、「スターターセッ

ト」を支部へお送りします。支部長経由で、国際本

部･日本語教育ラインへお問合せ下さい。 

 あい！ 

 あい！ 

 リピートして！ 

あい！ 

以  上 


